Effect of Chorei-to on spontaneous discharge of urinary stones after extracorporeal shock wave lithotripsy (ESWL) by 高田, 昌彦 et al.
Title ESWL後の排石に対する猪苓湯の効果
Author(s)高田, 昌彦; 矢野, 久雄; 神原, 信明; 栗田, 孝; 郡, 健二郎; 加藤, 良成; 井口, 正典




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
泌 尿 紀 要43:311-3i4,1997 311
ESWL後の排石 に対する猪苓湯の効果
神明会神原病院泌尿器科(院 長:矢 野久雄)
高 田 昌彦,矢 野 久雄,神 原 信 明
近畿大学医学部泌尿器科学教室(主 任:栗 田 孝教授)
栗 田 孝
名古屋市立大学医学部泌尿器科学教室(主 任:郡 健二郎教授)
郡 健 二 郎
市立貝塚病院泌尿器科(部 長:井 口正典)
加 藤 良成,井 口 正典
EFFECT OF CHOREI-TO ON SPONTANEOUS DISCHARGE OF URINARY STONES 
     AFTER EXTRACORPOREAL SHOCK WAVE LITHOTRIPSY (ESWL)
Masahiko TAKADA, Hisao YANO and Nobuaki KANBARA
From the  Departmant of Urology, Kanbara Hospital
Takashi KURITA
From the Department of Urology,  Kinki University School of Medicine
Kenjiro  KOHRI
From the Department of Urology, Medical School, Nagoya City University
Yoshinari KATO and Masanori  IGucm
From the Department of Urology, Kaizuka Municipal Hospital
   To enhance stone elimination following extracorporeal shock wave lithotripsy (ESWL), we 
administered Tsumura Chorei-to to 74 patients who underwent he procedure at Kinki University 
School of Medicine and Kanbara Hospital between July 1990 and March 1991. We established a
control group of 75 patients without medication. There was no significant difference between the two 
groups in terms of gender, age, stone size (mostly less than 20 mm), and stone position. The mean 
number of days required for complete  stone elimination was 16.0 days in the Chorei-to administration 
group being significantly shorter than the 21.5 days in the control group  (p<  0.001). These findings 
suggested that Chorei-to effectively enhanced the spontaneous discharge of fragmentated stones 
following ESWL. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 311-314, 1997) 
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緒 言
ESWLが導入されて以来,さ まざまな検討がなさ









与群(以 下投与群)を 無作為に抽出 し,対照として投
与群 とほぼ同 じ年齢,性 別,結 石の大 きさ,結石の部
位の症例 を選び,何 も投 与 しなかった非投与群 とし
た.た だし,結石の再発予防などの 目的で術前か ら投
与 されていたサ イアザイ ドなどの薬剤は続行投与 し
た.ま た,ESWL直後 に砕石効果な し,あるいは排
石が期待できない症例 は除外 した.ESWL後の水分
摂取,運 動などの指導は投与群,非 投与群 ともに同様
に行った.症例数は投与群が74例,非投与群が75例で








年齢 は投 与群46.4±1.6(平均 ±SD)歳,非 投与 群
44.7±1.6歳であ り,年 齢分 布 にお いて は両群 間に有
意 差 はみ られ なかった(Fig.1),また男 女比 は投 与
群1.85:1,非投与群2.75:1であ り有意差 は み られ
なか った.結 石 の最大長 径 は,両 群 ともに5mm以
上20mm以 下の結石が ほ とん どであ り,有 意差 はみ
られなか った(Tablel).結石部位別 の分布 において
も,腎 お よび上部尿管結石が大部分であ り,両 群 間に
有意差 はみ られ なか った(Tablel).ESWL後,レ
線 上完全 排石 を確認 した 日までの 日数 は,投 与群 が
16.0±2.2日,非投与群が21.5±2.5日と,投 与群 の方
が短 い傾 向 を認め た(p=o.05,Fig.2).結石の大 き
さ別にみた排石 日数 は,最 大長径 が10mm以 下,20
mm以 下 の結 石 ともに投 与群 の方が有 意 に短 か った
(p<0.001,Fig.3).
なお,投 与群 において,最 長79日間の投薬 を行 った
が,副 作用 は1例 もみ られなか った.

















































































































































この結果,両 群問の年齢,性 別,結 石の大きさおよび
結石部位には有意差はなく,これらの排石するための
因子としての影響は除外で きたものと思われる.厳密
には腎機能,感 染や炎症,結 石成分,破 砕効果などの








1.ESWL後 に ッム ラ猪苓湯 を投与 し,排 石 促進
効果 の有無 を検討 した.
2.猪 苓湯投与群 と非投与群 との間に年齢,性 別,
結石 の大 きさお よび結石部位 の差 はなかった.
3.ESWL後,完 全排石 までの平均 日数 は猪 苓湯
投 与群で16.0±2.2日,非投与群で21.5±2.5日と,猪
苓湯群 の方が短 い傾 向 を認 め,20mm以 下 の結石で
は有意に排石 までの期 間が短 か った.猪 苓湯 には排石
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